
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  
 
 

 
 
 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

郡山市立行健中学校 

№２７ 2012/12/21（金） 
 

【３学期１週予定】 
１月7日（月） 冬休み 
○ 郡山学院推薦入試 

8日（火）金５式月１美：Ｂ案 
○ ３学期始業式（２校時） 
○ 第４回個人積算線量計回収 
○ 第５回時間割開始 
○ PTA生活委員会あいさつ運動（7:50～8:10） 

   ※ 1２:３0一斉下校  
※ 部活動実施なし  

□持参物：制服，ジャージ，かばん， 
筆記用具, 通知表，冬休み計画表， 
あゆみ，各種宿題，雑巾, 上履き等。 

※ 上履き…始業式は上履き忘れがとても多いので
気をつけてください。 

９日（水） 水①②③④⑤総 
○ １・2年：冬休み成果テスト（国数英理社） 
○   ３年： 実力テスト    （国数英理社） 

１０日（木）木１２３４５６  
１１日（金）金１２３４月２：Ｂ案 
○ 郡山学院推薦発表 

１２日（土） ○ 自衛隊入試～14 

《交通事故防止》自転車ヘルメット着用！交通ルール厳守！ 
《非行未然防止》遊興施設は保護者同伴！万引き厳禁！ 
《友人宅への外泊禁止》喫煙，飲酒，深夜徘徊発生の危険性大！  
《声掛け被害ゼロ》「ついていかない」「乗らない」「すぐ通報」！ 
《ネットトラブルゼロ》誹謗中傷の書き込み厳禁！ 有害サイ
トへのｱｸｾｽ厳禁！◇ 学級・学年で重ねて指導しました。ご
家庭でのご指導もよろしくお願いします。 

 

文部科学リアルタイム線量測定結果 
行健中学校 校庭 （測定高さ100cm） 

12月20日(木)7:20 現在０ .17６ μSv/ｈ 

 

【第２９回福島県声楽アンサンブルコンテスト】 
金 賞  熊田    鈴木    益成    大内  

岡部      
銅 賞  関     國分   和田    熊田  

和田山   大山    佐藤    菅野 
西牧    尾﨑    増子    吉成  
髙橋    戸叶   高橋    渡部  

【第５１回「久米賞・百合子賞」】 
久米賞 努力賞 「泥に咲く華」  石塚  

【福島県Ｕ―14地区選抜強化競技会】 
女子 第１位 県中地区   秋山  
男子 第２位 県中地区   栁沼   中川  

【郡山市こども総合美術展】特選 
 スケッチ  

大宮    菅野   増子    紺野     星  
版画 
古内   鈴木   佐野    高橋     伊藤  
御代田 浅見  長谷川   畑      吉田  
鈴木   穂積   石塚    平山     山川 
榊原   髙橋   天野    鈴木     天野  

 デザイン 
井上    遠藤   宍戸    落合    海老原 
古川    渡部    小椋    遠藤   加藤  
塩沼   柳沼   角田    橋本     三浦  
伊藤   吉成   鈴木    伊藤     郡司  
彫刻 
桑折   渡部   小林    樋口    志賀  
藤田   景山   鈴木     鈴木    高橋   

 
 
 

第４１回福島県教職員研究論文に鈴木文昌先生が応募し、入
選しましたのでお知らせします。以下は論文タイトルです。 
「小学校・中学校社会科の学習におけるノート指導の実践」～

予習的課題の工夫と板書の構造化を通して～ 

12月22日（土）～26日（水）※25日は休館、の
9:00～17:00（最終日は15:00まで）、郡山市民文化
センター（１Ｆ展示室）で入賞者の作品を展示していま
す。是非ご覧ください。 

今日で８２日間の２学期が終了します。３学期は、１，２
年生が５１日、３年生は４５日を残すのみです。そして、平
成２４年も残りあと１０日。今年は皆さんにとってどんな１
年だったでしょうか。どんなことがうまくでき、どんなこと
で悔いが残っているでしょうか。 
 さて、新年を迎えるに当たり、皆さんにぜひ勧めたいのが、
日記をつけることです。 
皆さんのような若い中学生と大人とでは時間の感じ方は少

し違うかもしれませんが、それでもこの１年を振り返ってみ
れば、あっという間に過ぎた､と感じる点では同じだと思いま
す。そして、その１年も、１日１日の積み重ねです。「どんな
１日だったか」ということが、「どんな１年だったか」につな
がってきます。 

朝ちゃんと起きて朝食をとって登校できたか。進路を考え、

授業に集中できたか。言葉や態度で友だちを傷つけるような

ことはなかったか。悪ふざけして､ものを壊したり、けがした 

 

りはしなかったか。部活動は協力し合いながら､実のある練
習ができたか。家族と言葉を交わし､楽しい時間が過ごせた
か。等々・・・。 
油断すると何となく過ぎてしまう１日を反省し、やって

くる明日をどんな日にしていこうかと考えるには、ペンを
執って自分と向き合う時間が必要です。 
 私も中学校１年生の３学期、２年生になる年の１月１日
から日記を付けはじめ、約１０年間続けました。学生時代
の終わり頃に途切れて長い間そのままになっていました
が、またここ１０年間くらい、初めは手帳サイズのものか
ら付け始め、今は３年日記という形式のもので続けていま
す。 
 日記は､その日の反省を明日に生かしていくとともに、後
で読み返せば､その時悩んでいたことが意外と些細なこと
だったと、何年か後の自分を励ます力になってくれるかも
しれません。ぜひ多くの人が、１日の終わりにペンをとっ
て日記帳やノートに向かってくれることを期待します。 
では、来る年が皆さんにとって､日々成長につながるすば

らしい年となることを願って式辞とします。 
                    

   
 


